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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

・　高森　清八様：本日、栄養士から嚥下状態を評価してもらっています。嚥下状態は問題なし　　

という事でした。しかめ顔をし、「おいしくない」との訴えが聞かれています。今後、スタッフがトロミ・キザミ食を試食し、栄養士と連携して味の検討をしていく必要があります。

本日、陰嚢部からの浸出液があり、野沢Ｄｒ診察にて抗生剤入りの点滴　　日分処方となっています。

・　大嶋　定美様：現在、アイスマッサージを行い嚥下機能の観察をしていますが、嚥下反射がな

く、経口摂取が難しい状態です。今後の方針は検討中です。その間、経管栄養で対応していきます。臥床している際は、肺炎予防の為、１５°～３０°ギャッチアップシていきましょう。

・　槇　　　　滋様：下痢が続いている為、定期薬の緩下剤4Ｔ～2Ｔへ変更となっています。

・　長坂　才次郎様：車椅子で過ごしている事多く、また、床を這っている事があります。その為、褥瘡形成のリスクが高い方なので褥瘡予防をしていきましょう。

　　　　　　　　　　　　日中、傾眠傾向が強い為、起きてもらう様気配りをし、昼夜逆転しない様注意していきましょう。眠気が強い際の食事介助は、肺炎を起こしてしまう為、無理をせず、本人のペースに合わせて促しをしていきましょう。

　　　　　　　　　　　　オムツに関して、尿意があり、自ら排泄できているようなので、（放尿しているがオムツの汚染がない）オムツは現在のままで、夜間、覚醒した際の放尿対策として尿器を使用するなどで対応していく事となっています。

　　　　　　　　　　　　

＜内科診察＞

・　瀬川　はな様：本日、37.0℃代の発熱があり、頭痛訴えています。解熱鎮痛剤5日分臨時処方となっています。

・　橋本　　万様：両下肢の浮腫持続しており、利尿剤7日分継続処方となっています。

・　藤田　金弘様：左大腿部痛訴えています。解熱鎮痛剤を止めとし、冷シップ2袋処方となって　

います。

・　長坂　才次郎様：両下肢浮腫見られています。低蛋白からくる浮腫という事で利尿剤7日分臨時処方となっています。

＜褥瘡評価＞

・　北山　和子様：精神状態が安定してきてから、処置に対し拒否的となる事がなく、褥瘡の安静を

保つ事ができている事から、皮膚状態良くなってきています。栄養管理面では、各食全量摂取できる様促し、介助していきましょう。また、捕食摂取も促していきましょう。

・　橋本　　万様：皮膚形成良好です。長時間車椅子に座らせた状態にしておくと、蒸れた状態になってしまい、悪化させてしまうので臥床する時間多くしていきましょう。

・　永洞　恭子様：皮膚形成良好です。浸出液が多いので水切りパット＋ガーゼ保護の処置を継

続していきましょう。

＜皮膚科診察＞

· 小林　コヨ様：処置止め。

· 長坂　才次郎様：新規―両足・爪　ラミシールクリーム　1回/日

· 野月平　チエ様：内服止め。

